
　
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
ナ
ス
栽
培
で
は
、
着
果

促
進
剤
の
施
用（
ホ
ル
モ
ン
処
理
）や
、
交
配

用
の
ハ
チ
を
用
い
た
虫
媒
受
粉
に
よ
る
着
果

処
理
を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し
、

ホ
ル
モ
ン
処
理
は
手
間
の
掛
か
る
重
労
働
で

あ
り
、
交
配
用
の
ハ
チ
も
維
持
管
理
に
労
力

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
生
産
者
の
高
齢
化
に

悩
む
ナ
ス
産
地
で
は
、
着
果
処
理
の
省
力
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
タ
キ

イ
で
は
着
果
処
理
を
必
要
と
し
な
い
「
単
為

結
果
性
」
を
も
つ
ナ
ス
品
種
の
開
発
を
進
め
、

2
0
1
7
年
に
は
、
そ
の
第
1
弾
の
成
果
と

し
て
長
ナ
ス「
Ｐピ

ー

Ｃシ
ー

筑ち
く

陽よ
う

」を
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
発
表
す
る
新
品
種「
Ｐ
Ｃ
お
竜
」は
、

1
9
8
0
年
に
発
売
さ
れ
た
長
卵
形
ナ
ス

「
竜
馬
」に
、
単
為
結
果
性
を
付
与
し
た
品
種

で
す
。「
竜
馬
」が
長
年
栽
培
さ
れ
て
き
た
国

内
最
大
の
冬
春
ナ
ス
産
地
の
高
知
県
で
2
0

1
8
年
か
ら
促
成
栽
培
で
の
試
作
を
実
施
し
、

既
に
単
為
結
果
性
の
高
さ
に
は
良
好
な
評
価

を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
濃
い
黒
紫
色
で
首
太

の
果
実
が
着
果
処
理
な
し
に
安
定
的
に
収
穫

で
き
る
こ
と
が
最
大
の
特
長
で
、
営
利
栽
培

だ
け
で
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
草
姿
を
生
か

し
て
の
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
に
も
お
す
す
め
で
す
。

発
New

「
Pピ

ー

Cシ

ー

お
竜り

ょ
う

」

表 ！

タキイ研究農場

河
かわ

西
にし

孝
たか

昭
あき

単
たん

為
い

結果性で着果促進処理が不要！
低温期でも着果のよい超極早生の長卵形ナス！

栽 培 型

ハ ウ ス

トンネル
露地早熟

露地抑制

ハウス

トンネル

ナス
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根
張
を
促
す
本
圃
の
準
備

　
「
Ｐ
Ｃ
お
竜
」は
、
そ
の
す
ぐ
れ
た

単
為
結
果
性
ゆ
え
、
開
花
し
た
花
は

す
べ
て
着
果
肥
大
し
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、
従
来
の
非
単
為
結
果
品
種
に

比
べ
着
果
負
担
が
掛
か
り
や
す
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
草

勢
の
維
持
が
最
大
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

　
草
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
生

育
初
期
に
し
っ
か
り
と
根
張
り
を
促

し
て
お
き
、
十
分
な
量
の
水
や
肥
料

を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
圃ほ

場
づ
く
り
の
際

は
、
で
き
る
だ
け
深
耕
し
て
十
分
に

堆た
い

肥ひ

を
施
し
、
保
水
性
を
高
め
て
お

く
こ
と
で
、
根
が
張
り
や
す
い
環
境

を
整
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

接
ぎ
木
栽
培
が
原
則

　
接
ぎ
木
は
、
土
壌
病
害
回
避
だ
け

で
な
く
、
草
勢
維
持
の
た
め
に
も
有

効
で
す
。「
Ｐ
Ｃ
お
竜
」の
着
果
力
を

最
大
限
に
生
か
し
、
良
品
多
収
を
ね

ら
う
た
め
に
も
、
接
ぎ
木
栽
培
を
原

則
と
し
ま
し
ょ
う
。

適
期
定
植
と　
　
　
　
　
　

樹
づ
く
り
優
先
の
管
理

　
単
為
結
果
性
を
も
つ「
Ｐ
Ｃ
お
竜
」

の
定
植
適
期
は
、
1
番
花
の
つ
ぼ
み

が
膨
ら
ん
で
き
た
状
態
の
や
や
若
苗

の
段
階
で
す
。
定
植
後
し
ば
ら
く
の

間
は
、
根
張
り
と
樹
づ
く
り
を
優
先

さ
せ
た
栽
培
管
理
に
努
め
ま
す
。
も

し
活
着
不
良
や
草
勢
低
下
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
適
宜
、摘
花（
摘

果
）
を
行
い
、
過
度
な
着
果
負
担
を

避
け
ま
す
。

追
肥
が
ポ
イ
ン
ト

　
追
肥
は
、
最
初
の
収
穫
果
実
が
肥

大
し
は
じ
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
開

始
し
、
以
後
は
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

草
勢
や
収
量
に
応
じ
て
、
従
来
品
種

よ
り
も
日
数
間
隔
を
詰
め
て
追
肥
す

る
こ
と
が
上
作
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

粒
状
肥
料
や
液
肥
に
よ
る
施
肥
を
基

本
と
し
て
、
低
温
期
や
根
傷
み
で
追

肥
が
効
き
に
く
い
場
合
は
、
葉
面
散

布
や
発
根
促
進
剤
を
施
用
す
る
と
効

果
的
で
す
。
摘
葉
は
、
草
勢
を
見
な

が
ら
従
来
品
種
よ
り
や
や
遅
め
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
実
施
し
ま
す
。
採
光
性

を
考
慮
し
て
、
通
路
側
よ
り
も
、
ふ

と
こ
ろ
側
の
摘
葉
を
優
先
し
ま
す
。

低
温
期
の
温
度
管
理

　
加
温
機
が
備
わ
る
ハ
ウ
ス
で
の
栽

培
の
場
合
、
最
低
気
温
は
12
〜
13
℃

を
理
想
と
し
、
過
度
に
低
く
な
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
す
。
ま
た
、
湿
度

に
関
し
て
は
極
端
な
乾
湿
を
避
け
、

あ
る
程
度
高
め
の
湿
度
を
保
ち
ま
し

ょ
う
。

↑小葉でコンパクトな草姿の「ＰＣお竜」
（高知県にて３月下旬に撮影）。

←
側枝の発生が旺盛で花の回転が早いことから、
次々と果実がつく（高知県にて11月初頭に撮影）。

　最適作型は６～８月まきのハウス
冬春（促成）栽培です。また、半促成
栽培や夏秋栽培も可能です。花の回
転が早いという特性を生かし、小ナ
スどり栽培にも適します。

すぐれた単為結果性
 （関連特許出願済）
　「PCお竜」の開花時の花には、通常
品種よりも高い濃度のオーキシンが
自然に含有されており、そのことが
すぐれた単為結果性をもたらします。
また、高温時期や厳寒期といった着
果力が劣る時期であっても、安定し
て高い単為結果性を発揮できるよう
になっています。

コンパクトな草姿の
　超極早生種
　「竜馬」と同様に、短節間で草丈が
低いコンパクトな草姿で、葉が小さ
いため、冬場の少日照下におけるハ
ウス栽培でも株のふところ側まで十
分な採光性を維持することができま
す。また、側枝の発生は生育初期か
ら旺盛で花の回転が早く、初期収量
が多くなるのも特長です。

やわらかな肉質で
　幅広い料理に使える
　果実の肉質はやわらかで、「竜馬」
同様に幅広い用途で使用できること
が特長です。果皮の歯切れもよく、
漬物加工にも適します。

品種特性 栽培ポイント

１

２３

４

5

高い秀品性
　従来品種によく見られるような曲
がり果や奇形果が少なく、時期を問
わず高い秀品率を維持します。また、
果実は濃黒紫色でつやがあり、高温
期の色ボケ果発生も比較的少ない品
種です。

適作型

ナス特性比較

品種名 適作型 タイプ 果色 肉質 早晩性 収量
性 草姿 節間

長
葉の
大小 草勢 トゲ

有無
単為
結果性

PCお竜 ハウス栽培
トンネル～露地栽培 長卵形 濃黒紫 中柔 超極早生 多 開張 短 小 中 有 有

竜馬 ハウス栽培 長卵形 黒紫 中柔 超極早生 多 開張 短 小 中 有 無

PC筑陽 ハウス栽培
トンネル～露地栽培 長ナス 濃黒紫 柔 極早生 極多 中開 中 中 中強 無 有

「PCお竜」栽培メモ

最適播種期
（中間地）

促成栽培 ７月上中旬

半促成栽培 12月上旬～１月上旬

夏秋栽培 ２月中下旬

適播種期
（中間地）

促成栽培 ６月下旬～８月上旬

半促成栽培 10月上旬～12月下旬

夏秋栽培 １月下旬～２月下旬

肥料の目安
（10a当たり）

元肥　
Ｎ：Ｐ：Ｋ＝20～25：25～30：20～25㎏ 
追肥　Ｎ＝２～３㎏ （１回当たり）

定植間隔

（促成栽培・）3本仕立の
場合

畝幅：200㎝ 
条数：１条
株間：50㎝ 
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